
岡崎市とウッデバラ市が姉妹都市提携し
50年が経ちました。そこでスウェーデン・
コロニーガーデン風お庭を作りました。

金 鳳 亭金 鳳 亭

上記の他に季節限定メニューもあります

奥
殿
陣
屋
は
持
統
上
皇
が
命
名
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
花
ぞ
の
山

（
村
積
山
）の
ふ
も
と
、郡
界
川
と
霞
川
に
潤
さ
れ
、千
三
百
余
年
の

歴
史
を
持
つ
花
園
の
里
に
あ
る
。奥
殿
松
平
家
の
初
代
は
真
次
で
二

代
将
軍
秀
忠
の
家
来
と
し
て
、大
阪
の
陣
に
活
躍
し
、寛
永
四
年
大

番
頭（
お
お
ば
ん
が
し
ら
）に
抜
擢
さ
れ
た
。そ
の
後
上
野
国
に
領

地
を
与
え
ら
れ
た
が
、希
望
に
よ
り
三
河
の
地
に
替
え
ら
れ
第
二

代
乗
次
の
時
大
給
藩
と
な
っ
た
。第
四
代
乗
真
の
時
、奥
殿
に
陣
屋

を
移
し
て
奥
殿
藩
が
誕
生
し
た
。陣
屋
は
、表
御
殿
、書
院
、藩
主

住
居
、地
方
役
所
、学
問
所
、道
場
、代
官
士
分
等
の
住
居
な
ど
三

十
三
棟
が
並
ん
で
い
た
。こ
れ
ら
の
建
物
は
慶
応
三
年
四
月
、田
野

口
城（
の
ち
竜
岡
城
と
な
る
）の
完
成
で
藩
の
業
務
が
信
州
佐
久
郡

田
野
口
村
に
移
って
か
ら
、少
し
ず
つ
移
築
さ
れ
た
り
、と
り
こ
わ
さ

れ
て
いっ
た
。昭
和
六
十
年
、竜
溪
院
庫
裏
と
な
って
い
た
書
院
を
現

在
地
に
移
し
復
元
し
た
。

書
院
の
本
庭
は
古
図
に
あ
る
池
庭
を
モ
デ
ル
に
、江
戸
初
期
の
作
風
を
生
か
し
た
蓬

莱
の
庭
と
し
て
復
元
し
た
。ま
た
、築
山
全
体
を
当
地
方
産
の
杉
苔
で
お
お
っ
た
と
こ

ろ
、京
都
に
も
例
を
見
な
い
と
云
わ
れ
る
程
の
美
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園「
花
園
の
里
」

花火の発祥は、一説に
三河と言われている。徳
川家康の鉄砲隊が故
郷に戻り、火薬の平和
利用に腐心したためで
ある。
この地方には、稲富流を元祖として、一光流、武田流、
荻野流、熊野流など数々の流派が伝承されている。

奥殿藩・奥殿陣屋などの歴史をわかり
やすく展示し、特別展も開催する。

古図をもとに江戸初期の風格を生かし
復元された、お食事処「金鳳亭」。
四季折々の景色や蓬莱の庭を一望しな
がらのお食事は格別である。ゆったりとし
た静かな一刻を四季の味でお楽しみい
ただきたい。

「
細
川
の
岩
間
の
苔
も
緑
に
て
花
そ
の

山
に
春
風
ぞ
吹
く
」の
古
歌
に
あ
る
よ

う
に
、百
花
咲
き
乱
れ
る
園
の
再
現
を

進
め
て
い
る
。特
に
梅
園
、バ
ラ
園
、等
々

季
節
の
花
が
咲
き
揃
い
市
民
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。

花
ぞ
の
苑

茶
道
裏
千
家
第
十
一
世
玄
々
斉
宗
室
は
、

文
化
七
年（
一八一
○
年
）七
代
藩
主
乗
友

の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。明
治
維
新
の

西
欧
化
の
波
が
日
本
古
来
の
文
化
に
お

そ
い
か
か
っ
て
茶
道
も
衰
退
の
危
機
に

あ
っ
た
と
き
、全
国
茶
道
界
の
代
表
と
し

て
復
興
に
尽
力
し
、近
代
茶
道
の
祖
と

言
わ
れ
る
。

玄
々
斉
宗
室
生
誕
碑

歴
代
藩
主
の
廟
所

徳
川
家
康
の
祖
、松
平
家
の
親
藩
と
し

て
初
代
真
次
か
ら
代
々
の
藩
主
を
ま
つ

る
壮
大
な
墓
塔
が
立
ち
並
ぶ
。特
に
七

代
乗
友
の
五
男
は
裏
千
家
十
一
世
玄
々

斉
宗
室
で
あ
り
、八
代
乗
尹
の
子
、永
井

尚
志
は
日
本
海
軍
の
創
設
、大
政
奉
還

な
ど
に
た
ず
さ
わ
る
。最
後
の
藩
主
乗

謨
は
日
本
赤
十
字
社
の
創
設
に
尽
力
し
、

賞
勲
局
総
裁
を
務
め
る
な
ど
、幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
て
い
る
。

古くから、花ぞの山とも、
三河富士とも呼ばれる美しい山。
陣屋から徒歩約三十分で山頂から
美しい風景をのぞむことができる。

村積山（花ぞの山）

TEL（0564）45-7230 FAX（0564）45-7458

金鳳亭
きん ぽう てい

「庵（いおり）」（旧茶屋）イベントスペース

北欧風庭園
（奥殿スウェーデンガーデン）

資料展示室 花　火
資料室

び
ょ
う

し
ょ

げ
ん

げ
ん

さ
い

そ
う

し
つ
　

蓬
萊
の
庭

座
し
て
、
静
。

味
わ
い
て
、
想
。

四
季
折
々
、
色
彩
万
化
、

趣
深
し
。

い
に
し
え
の
夢
景
色
、

岡
崎
に

奥
殿
陣
屋
あ
り
。

詳細については、御相談させて頂きます。※１０名様以上は、予約が必要です。
※上記メニューは予告なく変更する場合があります。

ほ
う

ら
い

く
つ
ろ
ぎ
の一
服
を

　
　
　
　
書
院
で
ど
う
ぞ
。

旬の味・手作りの味

でどうぞでどうぞ

受　付

4月中旬
より春 夏

夏

秋

秋

冬

冬

竹の子ごはん

春
竹の子弁当竹の子弁当 鮎釡めし鮎釡めし

麦とろご飯麦とろご飯 かも鍋かも鍋

12月初旬
より五目釡飯9月中旬

より松茸ごはん

7月初旬
より笹寿司

季節ごとに
お楽しみください



熊
野
神
社

食
事
処

ト
イ
レ

ト
イ
レ

茶
処

玄
々
斎
生
誕
碑

歴
代
藩
主
の
廟
所

資
料
展
示
室

庵（
い
お
り
）

花
火
資
料
室

北
欧
風
庭
園

花のガーデン

野菜売店

身
障
者
用
ト
イ
レ

村
積
山

金
鳳
亭

七
神
宮

書
院

ハ
ギ

駐
車
場

駐
車
場

チ
ュー
リ
ッ
プ
→

蓬　

の
庭

落
葉
の
道

花ぞの苑

梅

バ
ラ

案
内
所

村積山自然公園

至足助（香嵐溪）
至豊田
○トヨタスタジアム

至名古屋

村積山（花ぞの山）

東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

第二東名高速道路第二東名高速道路

東海環状
自動車道
東海環状
自動車道

大給城跡

名鉄本線

PP

P

奥殿陣屋

1

248

301

案
内
図

N

NEOPASA岡崎NEOPASA岡崎

矢作橋矢作橋

葵大橋葵大橋

岡崎公園岡崎公園

豊田東インター豊田東インター

豊田ジャンクション豊田ジャンクション

岡崎インター岡崎インター

至
新
城

至
豊
川

至
名
古
屋

東岡崎

東照宮

卍
滝
山
寺

岩津天満宮

卍松明院

北斗
病院

巴川

矢

作

川
大樹寺
卍

〒

松平

門立

細川

仁木

八帖

奥
殿
陣
屋

〒
四
四
四‐二一○
八 

岡
崎
市
奥
殿
町
雑
谷
下
十
番
地

指
定
管
理
者

一
般
社
団
法
人
　
岡
崎
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

 

所
管
　
岡
崎
市
都
市
整
備
部 

公
園
緑
地
課

※
休
館
／
毎
週
月
曜
日
と
年
末・年
始

　（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
、そ
の
翌
日
）

※
開
館
時
間
／
朝
九
時
半
か
ら
夕
四
時
半
ま
で

名鉄バス利用 ／JR岡崎駅から奥殿陣屋行５０分　東岡崎駅から奥殿陣屋行３０分
東名岡崎ICより２５分（15㎞） 東海環状自動車道豊田東ICより10分（3㎞）

岡
崎
市
村
積
山
自
然
公
園
「
花
園
の
里
」

そ
の
昔
、
持
統
上
皇
が
命
名
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
花
ぞ
の
山（
村
積
山
）の
麓
、
徳
川
氏
の
発

祥
地
松
平
郷
に
程
近
い
と
こ
ろ
に
奥
殿
陣
屋
は

あ
る
。
一
万
六
千
石
の
親
藩
と
し
て
奥
殿
藩
の

歴
史
と
文
化
が
静
か
に
眠
り
、
春
の
山
桜
、
ユ

キ
ヤ
ナ
ギ
か
ら
、
バ
ラ
・
あ
じ
さ
い
・
は
ぎ
・

も
み
じ
・
つ
ば
き
な
ど
四
季
折
々
に
美
し
く
咲

き
ほ
こ
る
花
園
の
里
で
あ
る
。

交　通
駐車場 １１５台収容無料駐車場（観光バスも駐車できます）

心
な
ご
む
一
刻

ひ

と

と

き

T
E
L（
0
5
6
4
）4
5-

7
2
3
0

F
A
X（
0
5
6
4
）4
5-

7
4
5
8

奥
殿
陣
屋

い　

ま

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
く
。そ
の
深
い
懐
で
、

心
を
や
さ
し
く
包
み
こ
ん
で
い
く
。

芽
吹
く
春
、
萌
え
る
夏
、
染
ま
る
秋
、
眠
る
冬
。

先
人
た
ち
が
愛
し
た
心
の
贅
が
こ
こ
に
あ
る
。

時
代
を
超
え
て
現
代
に
よ
み
が
え
る
、
花
園
の
里
、

奥
殿
陣
屋
―
人
は
こ
こ
で
心
を
休
め
る
。

細
川
の
岩
間
の
苔
も
緑
に
て

　　
　

花
そ
の
山
に
春
風
ぞ
吹
く

　　　　　　　　　　
　

三
代
松
平
信
光

入
場
無
料


